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んど全株が抽台するものと考えられた。品種ごとの花

茎長は長交80日＞耐病‘0＞耐病55＞無双の順で，

無双は長交80日の％ぐらいであった。

生育期問80日前後の早生ハクサイの早播播種期は，

標高750仇でd月20日ごろ，これより標高200m低

くなるごとに7～10日播種期を遅くする必要がある

と思考された。

4．　レタス

直播で試験を行なったが，播毯後40，50日日の

生育は，比故的低温の早播区でグレートレーク54が

よく，高温の遅棒ではグレートレーク5“が生育が早

く，グレートレーク5204は2着の中間であった。

品種の播種期別収穫率は第5表のとおり，全般に低

く，750仇の8月10，20日椿と550桝の8月20

日揮区のグレートレーク5日が高い収穫率を示した。

750m試験地で7月10日揮区の5品種が収橙率が高

かったが球重は軽かった。この低い収穫率は4月1C，

20日播区のグレートレーク54以外は，きんかく病，

すそぐされ病など病害による欠株によるもので，高冷

第5表　　レタス品種の播種期別収穫率（喀）
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地は垂天日が多く日照時間が少ないため病害発生が多

かったと推察される。

抽台は標高7507花の試験地で，占月10，20日椿

のグレートレーク54が48多，8月20日播区のグ

レートレーク5日で10痴認められ，グレートレーク

5204は抽台しなかった。高緯度の本県では8月5～

25日に抽台危険期があると思われた。

促成トマトの密植摘芯栽培について

高橋　慶一・小原　房雄

（岩手県圃試）

1．ま　え　が　き 2．試験方法の概要

ビニールハウスにおける，トマトの早期多収と後作　　育苗は促成床土を使用し電熱育苗とし，播種期を1

キウリの生産安定を回る目的で，トマトの密棺桶芯我　　月1d日，定植期3月25日く70日育苗）とした。

培を取り上げ，摘芯による花房不足を載植本数で補い，　　施肥畳は第1表のとおりであるが，追肥は生育の状

我植本数と摘芯の程度が，収穫期および収監に及ぼす　　況により減量した。

影響を知るため，昭和42年および45年の2カ年に　　　川・供試品種：宝冠2号

わたって試験した結果を報告する。　　　　　　　　　　（2）1区面積および区制：1区2．4が　5連制

第 1 表　　 施 肥 盈 （1 0 a 当 り晦 ）

肥　　　 料　　　 名 数 且 N P K そ　 の　他

元　 肥
堆　 肥 2 0 0 0 炭 カル 1 2 0 Kグ

M g ＝三占．dB B 高度 昔土 人 4 8 4 号 1 0 8 1 4．0 1 8．0 1 4．0

追　 肥 尿素複合燐 如実 V 2 5 号 4 0 9．2 0．8 9．2

計 2 5．2　　　 1 8．8 2 5．2

注．追肥は生育の状況により減じた
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第2表　　供　託　条　件

哉 植 本 数 摘　　　　 芯　　　　 法 哉 植　 距 離

ペ ッ ト面 積 1 0 8 当 り 7　段 4 段 5 段 2 段 睦 幅　　 株 間 粂 数

4．7　占　2
（D 標 準

5 5 5 5 4

（必

1 9 0 4 8
1 2　0 のⅥX 5　5　　 2

5，5　5　6
Q ）

2 2 2 2 4

十

1 8 8 8 8
1 2　0　　 × 5　0　　 2

占、占　占　8
十

2 8 d 8 4

（威

1 9 9 9 8
1 2　0　　 X　2　5　　 2

8、5　5　5
や

5 5 5 5 2

旬

2 4 9 9 9

や

1 d d d d
1 2　0　　 ×　2　0　　 2

1 1．1 1 1
＠

5 5 5 5 5

⑪

2 2 2 2 2
1 2　0　　 × 1 5　　 2

※（9　55554は10a当り花房数を示す。

5．試．験　結　果

1．生　育

2校掩芯区，5段摘芯区は摘芯後2週間日ごろから，

葉色が濃く葉も厚く多肥の傾向が見られたので，2枚

摘芯区，5段摘芯区の追肥は半量追肥としたが収穫始

めごろから，2段摘芯区，5段摘芯区は多肥傾向となり，

第5表　　着　果状況（1株当り段別収穫果数）

リーフロールが著しかった。

2．着　果

（D7段標準区以外は，上段花房ほど収穫果数が少な

いが，後半の収穫打切り時期を早め，未熟菜を残して

収穫打切りとしたため上段花房の収穫果数が少ない

（第5衷）。

識 慧 蓋 ＼ つ ぼ み 収 磯 臭 収 穫 果 1 0 a 当 り 忘 試 売 諾 、 つ ぼ み 収 穫 果 収 穫 果 1 0 a 当 り

数 数 串 乗 数 数 数 率 呆 数

（D 4 7 8 2 珠

1 8 ．2 5 ．8

喀

4 8 ．5 1 8 ，0 9 8 4

痴

2

5

7 ．7

8 ．1

5 ．2

2 ．4

4 1 ．5

2 9 ．占

1 5 ．2 5 8

1 1 、4 2 9

計 2 5 ．0 8 ．° 5 7 ．5 5 7 ．5 2 8

（う 8 5 5 5 株　4 段

1 7 ，5 5 ．7 5 0 ．8 5 0 ．8 5 2

7 段 4 7 ．9 2 ．8 5 2 ．9 1 2 、5 8 1 2 7 ．0 5 ．5 4 7 ．1 2 7 ，4 9 9

標 準 5 7 ．5 2 ．9 5 8 ．8 1 5 ．8 1 0 5 7 ．0 2 ．5 5 2 ．8 1 9 ，1 朗

‘ 8 ．5 2 ．7 5 1 ．7 1 2 ．8 5 7 4 7 ．8 2 ．2 2 8 ．2 1 8 、5 5 5

7 7 8 4 ．1 5 5 ．9 1 9 ．5 2 4 5

計 5 5 ．5 2 1．7 5 9 ．1 1 0 5 ．8 5 5 8

7

旬 4 7 8 2 枚　4 段

1 8 ．0 4 ．5 5 8 ．2 2 1 ，4 2 9

5

7 ．7

7 ．4

4 ．2

2 ．8

5 4 ．5

5 5 ．1

2 0 ．0 0 0

1 2 ．5 8 1

計 2 9 ．1 1 1 ．5 5 9 ．5 9 5 、8 5 0

旬 8 5 5 5 株　5 段

1 占．占 5 ．0 4 5 ．4 2 4 ．9 9 9

4 7 ．8 1 ．9 2 4 ．5 9 ，0 4 8 2 8 ．2 5 ．1 5 7 ．8 2 5 ．8 5 2

計 5 0 ．9 1 5 ．2 4 2 ．7 8 2 ．8 5 8 5

4

7 ．4 2 ．4 5 2 ．4 1 9 ，9 9 9

（め 5 5 5 8 株　4 段

1 占．7 4 ．1 8 1 ．1 2 2 ，7 8 q

2

5

7 ．5

7 ．1

5 ．5

1 ．9

4 5 ，2

2 8 ．7

1 8 ，5 5 5

1 0 ，5 5 8

計 2 2 ．2 8 ．5 5 8 ．2 7 0 ，8 5 0

（9 8 5 5 5 株　2 段

1 占．9 2 ．8 4 0 ．5 2 5 、5 5 2

4 占．9 1．7 2 4 ．8 9 ．4 4 5 2 8 ．0 5 ．8 4 5 ．0 2 9 ，9 9 9

計 2 8 ．0 1 1 ．0 5 9 ．2 引 ．1 1 占 5

4

④ 5 5 5 占株　5 段

1 7 ．4 5 ．6 4 8 ．d 2 0 、0 0 ㌢ 1

2

5

8 ．1

7 ．5

4 ．2

2 ．7

5 1 ．8

5 占．9

2 5 ．5 5 5

1 5 、0 0 1

計 1 4 ．9 8 ．4 4 2 ．9 5 5 、5 5 1

⑩ 1 1 1 1 1 株　5 段

1 8 ．0 2 ．8 5 2 ．5 2 8 ．8 8 9

4 一・・・・－■ ・－ －．・－－ － 2 8 ．5 5 ．5 5 5 ．8 5 8 、8 8 9

計 2 2 ．8 1 0 ．5 4 8 ．0 5 8 ，5 5 8 5

4

8 ．2 5 ．0 5 8 ．5 5 5 ，5 5 5

（9 日 ＝ 株　4 段

1 8 ．2 5 ．8 占1．2 2 5 ．5 5 1

2

5

8 ．7

7 ．7

2 ．8

1 ．9

4 1 ．7

2 4 ．8

1 8 ．朗 5

1 2 ，占占5

計 2 2 ．7 9 ．1 4 0 ．0 1 0 1 、1 1 1

・均 1 1 1 1 1 珠　2 段

1 8 ．5 2 ．9 5 4 ．1 5 2 、2 2 2

4 8 ．2 1．9 5 0 ．8 1 乙 8 8 5 2 7 ．4 2 ．7 5 6 ．4 5 0 ，0 0 0

計 2 8 ．8 1 0 ．4 5 8 ．8 占9 ，5 7 8 5

4 －「㊥ 日 日 株　5 段 l
1 8 ．5 2 ．9 5 4 ．9 1 9 ．5 5 1 ＿

2

5

7 ．7

7 ．0

5 ．8

2 ．1

4 8 ．7

5 0 ．0

2 5 ，9 9 8

1 5 ．9 9 9

計

り 果

1 5 ．9 5 ．8 5 5 ．2 8 2 ．2 2 2

「 ‾　注 ． 1 0 a 当
数 は ベ ッ ト 面 萬 当 り 巣 数 で あ る 。
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5．収穫始めと収穫終り

7段の標準区に比べいずれも収穫始め，収穫終りが

早まる便向を示した。

収穫始めは，①7段標準区に比べ，5段，4段摘芯

区は1～2日早い。しかし，2段摘芯区は①7段標準

区に比べ1～2日さらに5～4段摘芯区に比べ2～4

日おそいが，これは摘芯することにより，多肥侮向と

なり，葉がロール化し，また葉の老化現象により，果

実の肥大が遅れ，熟期に影響したためと思われる0

収穫終りは各区ともG）7段標準区に比べ10～19

日早まり花房別でもその差が明らかである。

80多までの収穫完了期は，段別および処理別でも

早まる憤向を示し，4段摘芯区は15～18日早く，

5段摘芯区は18日，2段摘芯区は25日早い。時期

別には2段挿芯区が7月上旬，5段摘芯区は7月中旬卜

4段摘芯区は7月中下旬に80多収樫が終わる結果と

なった（第1回）。

　 旬 別　花

l鶴 l邑 ＼ J 川

4　　　　　　　 月 7　　　　　　　 月 8　　　　　　　 月

上　　　　　　 中 下 上　　　　　　 中　　　　　　 下 上　　　　　 段　 別 果　 断
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4 5 ．4 日
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▲○　 ＿？憶 5 d 5
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2ム7 ．＿17 ．．．． 二一　 日 jエ皿・▼－
2 4 ．0 鼠 5
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8 ．．‥
5 7 7

さ Z 7 4 丘．†

畠■盲 1．．＿28 0 ． ．＿ 変 声 7
2 8 ．1

くわ 5 5 5 ‘株　五段
1

．且1 ．．　 1且ブ
4 8 0

　 5 ．＿＿

5
・ ・ 1乙を 15 ．

2 三〇 4 ム 0

◎ “ 舶 株　4 度

1

2

5

4

． ＿已さ＿ 1日 l・・・・　　　　　 ‥ r一二一・一・・11 0 ・▲・
うん 7

り沌

t

1 5 ＿　 n q　　‾ 役 ．∴迄J
2 占．8 4 ム 4

1 8 4 4 8 7

㊥ 山 仙 換　五段
1

2

3
．＿　 ＿li O

0 15 2 9 4

さま D
　 叩　 ・・■瓜 0

2 2 ．8 4 2 ．0

（診 8 ささ古株　4 度

1

2

5

4

■■∴　　　 ■ 1－－－　　　　　　　　 － ！▲8 ・・

Z 2．▲

吉 良 7

■ 1 0 4 まう
J S　 ＿

11 8　＿ 2 m さ
． ＿＿2 1 1 ． ．＿．

2 11 4 4 8 7

旬 8 5 5 3 快　さ虞
1

2

さ

．　 11 ●
　 エ ．　 ＿．．，＿．t▲皿 ． 0 1 5 4．4

4 1．0
t t ‘

2 1 4　　　　　 4 4 ．1

◎ 8 5 5 5 株　2 段 1

2

5 1 0

‾‾‾1　　「　　 － ‾‾■■■■’■■－．■ちTう
4 0．7　　　　　　 4 0．7

や 1 1 1 1 1株　3段
1

2

5

0 15 5 4 7

5 ム 3　　 5 9 う

里－t一一 2 8 5　　　　　 4 丘 0

㊥ 1 1 1 日 練　2 t受 1

9
．11 0 ： 1　　　　　　 一一　仏五　 ・

さま 5

4 5 ．‘　 4 5 ‘

ま．収穫始日　　段別80％収穫日　　　　収穫終日　　○区別80米収憮日

第1図　　花房別　収穫期

4．収　量

総収量および上物収量とも花房数の多い，⑦4段摘

芯，⑯5段摘芯，①7段標準区の順に多く，これに次

ぎ旬3段摘芯であり，7月15日までの収量も①7枚

標準区に比べ㊥4段摘芯区は55喀多く，＠5段摘芯

区は50多旬5段招芯区は45喀多い結果を示した0

したがって5段寸．了j芯区，4段摘芯では早期収立が多く

なり，2授精芯では収は始めは早いが1コ平均重が軽

く，花房数も少ないので①7段窟軍区に比べ，⑨と閲

の2段描芯区は62～64弱程度の収長となった（節

4宗，第2回）0 第2図　　上物の時期別累計収量
（ペット面輯10a当り）
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第4表　1〔ト株当り収量（病果は含まない）

　　 項 目

試 験 区　 収穫 期 別

1 0 株 当 り収 丘 項 目

試 験 区

1 8 株 当 り収 立

上　　 物 下　　 物 1 コ

平均

重

上　　 物 下　 物
1 言

平均

重個 数 重 皇 個 数 重 患 個 数 重 盈 個 数 重量

ヰ

8月－1 5 日まで 11．5

　 才

2，055

2．0

グ

1占．7

′

15 1

す

19．7

　 タ

2．4 05 5．0

タ

2 °9

才

14 1

1 占－5 0 2 5．7 5．14 6 27．5 5、48 0 4．5 28 5

4 7 8 2株 7 月 1 －1 5 59．0 5，9 47 18．5 1．225 8 5 5 5株 2 5．0 5，8 05 15．5 1，0 52

7 段 1 8 －5 1 4 1．5 5．820 2 5．0 1，95 0 4 段 12．0 1，645 14．5 1．0 07

8 月 1 －1 2 15．0 1．750 2 5．0 1．8 0 0 － － － －

計 152．5 20，705 ‘8．5 4，9 89．7 8 2．0 15，55 1 58．9 乙59 1

せ

8 月一1 5 日まで 15．0 5，225 1．5 10 0

157

旬

8．7 2．0 20 1．7 158

155

1 （；－5 0 5 8．7 7．087 2．5 1d5 2 5．0 5．09 0 1．5 75

4 7 占2株 7 月 1 －1 5 58．7 5，748 18．7 1，140 8 5 5 5珠 2 5．0 5．占4 7 10．7 7 50

4 段 1 8 －5 1 11．7 1．82 d

17，88 4

7，0

2 7．5

4 55 5 段 8．7 9 0 7 5．7 570

8 月 1 －1 2 － － － － － －

計 10 2．1 1，85 8 85．4 11，占8 4 19．4 1．5 5 1

サ

8 月－1 5 日まで 10．0 1，8 57 0．5 27

155

ヰ

2．5 4 25 0．5 25

140

1 d －5 0 51．7 8，85 0 2．5 17 5 25．7 5，06 0 8．7 占るq

5 5 5 8 株 7 月 1 －1 5 29．5 4．84 0 15．7 1、0 05 8 5 5 5 株 10．0 1．5 18 8．7 558

4 段 1 8 －5 1 15．0 1、95 0

15，2 77

9．7

28．0

5 45 2 段 2．7 42 5 5．0 2 17

8 月 1 －1 2 － － － － － －

計 84．0 1．7 4 8 40．7 7，4 24 2 2．7 1，458

旬

8 月－1 5 日まで 17．5 5、9 55 0．7 45

15 1

159

145

⑲

5．7 9 55 0．5 5 2

128

12 4

1 6 －5 0 28．5 5，8 55 1．5 9 5 27．0 4，7 55 4．7 55 7

5 5 5 古株 7月 1 －1 5 20．5 5．205 18．9 1，0 10 1 1 1 1 1株 19．0 乙7 77 15．0 7 5 5

5 段

や

1 d －5 1

8 月 1 －1 2

計

占．7

72．占

9 50

55．7 45

9．7

50．8

825

45

1．789

5 段

⑪

11．0

占2．7

1，48 7

9．9 5 0

7．7

27．7

48 7

1，58 9

8 月－1 5 日まで 15．0 2、59 8 0．7 d O 5．5 1．122 0．5 5 0

1 8 －5 0 25．7 4．057 1．7 155 2 2．0 5，09 1 8．0 58 7

る占8 °株 7月 1 －1 5 2 1．7 5．508 15．5 8 80 1 1 1 1 1株 9．0 1、40 5 7．0 40 0

4 段

ぐや

1 d －5 1

8 月 1 －1 2

計

る月－1 5 日まで

1 8 －5 0

15．0

75．4

5．5

52．0

乙25 8

12．40 1

1．Od 2

占．7 10

11．0

28，7

5．7

85 0

1、87 5

1．19 5

2 枚 2．0 197

5 8．5 5，7 5 5

病 巣数

（9 4，5 （9 2．7

（幻 5．5 （む 1．0

2．5

15．d

十

＠

15 2

94 9

0．5

4．0
8 8 6 8枚 7 月 1 －1 5 14．5 乙08 5 12．5 7 75

5 段 1 8 －5 1

8 月 1 －1 2

計

5．0

58．8

85 0

10，5 07

11．0

29 ．0

87 5

2，°4 1

（釦 2．0 せ） 2．5 ⑪ 1．7

蓬） 2．0 旬 2．7

注 ．上物 100 才以 上 ， 下 物 10 0 才以下
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5・苗の必要数と収支　　　　　　　　　　　旬，⑩区等はる月50日～7月50日までの販売金額

単位面積当。の必要苗数が異なるので，単純に粗収　が多いため，苗代を差し引いた収入額が多い結果とな

人から酉代金を差し引いた収入既を試算した結果，①，　つた（第5表）。

第5表　粗収入と種苗費の差（′、ウス面積550が当り利用率舐る痴）

　　　　 項 目
試

上 物
金 硫

必要 苗 の 苗 代 項 目

試 ＼
上 物

金 額
必要 苗 の 苗 代

験区 、、、 収 機 期 収 丑 苗 数 金 額 差 引額 験 か ＼ 収 丑 苫 数 金額 差 引額

ヰ

～ d ／ 1 5　5 0

7 ／ 1 ～ 1 5

Kク

2 12

55 8

8 19

円

15．9 7 1

51、785

52，274

本

9 4 8

円

55．07 5

円

74，775

十

Kク

4 58

99 8

d9 5

円

28．7‘4

59，18 1

58．5 44

本

1，85 7

円

57、99 5

円

77．5 27

7 枚 　 5 0

8 ／ 1 ～ 1 2

計

dd5

185

乙2 15

24．559

5，25 1

107，85 0

4 段 29 9

2，4 28

11．055

15 5．52 2

②

～ ‘／ 1 5　5 0

7 ／ 1 ～ 1 5

55°

729

80 1

2 2，24 2

45，250

51．4 52

9 4 8 5 5．075 7 1．8 5 0

旬

S d8

9 27

dd 5

24．25 1

54．9 7 1

54．7 80

1，85 7 5 7．99 5 82．09 6

4 段 　 5 0

8 ／ 1 ～ 1 2

計

19 0

1．8 58

7，0 1 1

104、9 15

5 段 18 5

乙12 5

占，089

120，09 1

（幻

～ d ／ 1 5　5 0

7 ／ 1 ～ 1 5

228

8 15

58 8

14．89 5

48，2 1 1

50．75 2

1．1〔】4 58、840 占5．8 14

ヰ

7 7

9 4 5

27 7

5，占74

55．9 19

14．48 7

1．8 5 7 57、99 5 2 0．9 28

4 段 　 5 0

8 ／ 1 ～ 1 2

計

25 5

1，8 80

8．598

102，454

2 段 7 7

1，57 4

2．84 1

78，98 1

す

～ ‘／ 1 5　5 0

7 ／ 1 ～ 1 5

48 0

d8 5

5 18

51，85 2

40，82 1

18，527

1．104 58．840 45，8 40

⑳

252

1．15 0

474

15．289

占8，195

55，250

乙209 7 7、5 15 54，7 40

5 段 　 5 0

8 ／ 1 ～ 1 2

計

115

1、59占

4，244

95．024

5 段 5 8 1

2．4 17

15，52 1

152，055

せ

～ ‘／ 1 5　5 0

7 ／ 1 ～ 1 5

579

588

504

24，9 78

54，8 88

28．559

1，52 5

1，5 25

4 8，575

▲48，575

51，968

4 1，29 4

⑪

27 5

7 5 1

54 0

17．99 1

44，5 54

17．782

1 2、2 09

°5．9 円

5 9．5

77．5 15

4 1 年
県 内 産

4．7 85

単価

4 段

や

5 0

8 ／ 1 ～ 1 2

計

こ d ／ 1 5

5 0

529

1、80 0

15 5

978

12、14 0

98，5 45

10，2 15

57．99 5

2 段

平

4 8 1，77 1

1，4 12 82、07 8

8／ 1 5 迄

占／ 1 8 ～ 5 0

7 ／ 1 ～ 1 5 504 15、99 0
均 7／ 1 ～ 1 5　 5 2．5

単 7／ 1 d ～ 5 1 5 8 9
5 段 　 5 0

8 ／ 1 ～ 1 2

計

9 4

1．55 1

5．48 9

87，砧9

価 8／ 1 ～ 1 2 2 8．8

華 首 の単 価 は 1 本 5 5 円
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4．む　　す　　び

収穫期が早まり，収量が多く，7月中旬までに80

邸の収橙を終えるものは，⑦4段摘芯，⑳5段摘芯，

旬5段掃芯の順であり，①7段標準区や，④4段摘芯

区に比べて早期に多収となり，栽培期間，収穫期間も

短縮するので後作キウリの生産安定にも役立つ結果と

なった。しかし，首の生産に必要な経費を試算した結

果，⑯の108当り11．111株，5段掃芯は苗代が高く

なるため，也の10a当り8，555株4段摘芯が最も適

当と認めた。なお，この試験結果から5段摘芯，2段

摘芯等の施肥盈および施肥法，さらに栽培管理による

諸経費試算について検討を要すると思われる。

ハウス抑制キュウリに対するB－995の

利用に関する試験

・：・

小山田光男・桃谷　　英・三浦　孝雄

（山形県園試）

1．ま　え　が　き

山形のハウス栽培は，ここ2，5年の間に急速に伸

び，昭和45年には約51万がと推定されている。

これらハウスの作付けは，春キュウリ→抑制キュウ

リの例が大半を占め，次いで春トマト→抑制キュウリ

が多く，その他に春の果菜項のあと作に花ものが入る

例がある。

抑制キュウリは，自イポキュウリが大部分で，品種

は「さつきみどり」が多く，ネットを利用し側枝主体

の栽培が行なわれている。

この抑制キュウリの場合，は種から生育初期が夏季

の高温時に当たることから土壌水分の管理が適切でな

いと徒長させてしまう。

また，土壌水分の適切な管理はむずかしく，経験的

なカソに頼っている実状にある。

ネット栽培を行なうために，徒長したキュウリでは，

限られたネット幅に入る「主づる」の節数が減少し，

側枝の発生量が少なくなることと，ネット上端部に

「つる」が混み合う形となり，下葉がむれて果実生産

に役立つ葉数が少なくなる結果，収丑が少なくなる。

そこで，抑制キュウリの徒長を防ぎ，ひいては収量

を多くする方法として5－995の利用を考え，散布時

期，散布虔度について検討し，およその成果を得たの

適現　山形県園芸特産諌

で報告する。

2．試　験　方　法

1988年8月1日に，ノ、ウス内に直まきした「さつ

きみどり」を用い，五一ナイン水和剤（95．0痴）の

100，200，500倍液を子葉展開時，第1葉，第2葉，

第5葉の各展開時に霧吹きで1回散布をした。

散布時の作物の大きさ，およびB－ナインの散布鼓

は第1表のとおりである。

第1衷　　散布時の生育ならびに散布量

　 項 目

散 布 時 期

散 布 月 日 草 丈 茎 太

まきつぼ

当 り

散 布 丑

子 葉 展 開 時 8 月　　 8 日
亡，花

4．4

dⅥ

0．1 5

∝

9

第 1 菓　 〝 8 月 1 0 日 1 1．5 0．5 2 9

第 2 葉　 〝 8 月 1 2 日 1 1．1 0．4 2 1 4

第 5 葉　 〝 8 月 1 7 日 1 9．7 0．5 4 1 5

5．試．験　結　果

1．草丈について

主づるの草丈は，第1回に示すように五一ナイソ散

布の抑制効果が認められ，散布区と無処理区との差は，


